
令和7年度裁判所 職員鰹 合研修所

入所式祝辞

’



の場にいる訳です。 皆さんが、 裁判所

書記官 あるいは家庭裁判所調 査官を目

指された理由は様々 で しょう が、 いず

れの職種 も、 裁判 所 が国 民からの負託

を受けて日々行っている紛争解決手続

の中 で、 裁 判 官の パ ー トナ ー と して、

チー ム を 組 ん で 適 正 迅 速 な 訴 訟、 納 得

性の 高い調停や 審判の実現に寄与する

ものです。 そ して、 その仕 事の成果は、

個々の事案の解決にと どまらず、 我が

国の 歴 史 の 一部 と して 記憶 し、 残 して

おくべき貴重なもの になることもある

のです。 是非、 皆さん が目指 して いる

それ ぞれの官 職 が裁判 に お いて 担う 役

辞祝

裁判所 職員総 合研修所 の 今和 7年 度

養成課程 入所式 に当 たり、 一言、 お祝

いの言紫を申し上げます。

第22期 研修生の 皆さん、 本日は誠

におめ でとう ご ざいます。 裁判 所 書記

官ある いは家庭裁判所調査官を目 指し

て努 力 を 重 ね、 本日 晴 れて 入 所 式 を 迎

えら れ た こ と に 対 し、‘趣か ら お 喜 びを

申し上げます。

皆さんは、 裁判 所書記官 ある いは家

庭裁判所調査官という仕事の道を選択
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され、 厳 しい試験に合格 して、 今 日こ
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て、 裁判の プロセ スにおいて、 どのよ

うな 場 面 で、 どの よ う な 形 で 活用 さ れ、

良い裁 判 の 実 現 に どの よう に役 立 てら

れるの かというこ とを、 自 分の頭 で考

える習 慣 を身 に付 けて いた だきた いと

いう こ と です。 実 際 に 実務の 中 で困る

のは、 教科書には書いて いないような

ケ ー ス に 出 く わ し た と き で す。 そ の よ

うな と き に は、 法 規 や 通 達 に 立 ち 返っ

て自 分の頭 で考 えること で、 解決への

道 が 見 え て く る も の で す。

2つ目 が、 議論を大事にして ほ しい

とい う こ と です。 自 分 の 頭 で考 えるこ

との 大切 さを申し上 げました が、 自 分

割と貴任の重さを胸 に刻 み、 誇りと自

覚を 持 って、 積極 的 に研修 に取り 組ん

で い た だ.き た い と 思 い ま す。

これからの研修 では、 こ のような専

門職に 求められる 基本的 な知識と技法

を学ぶことになります。 こ れらの知識

や技法 は、 今後の 職務 を 遂行 して いく

上 で の 土 台 と な る も の で す か ら、 ま ず

は こ れ を しっ か り と 習 得 す る こ と が 大

切 で す。 し か し、 そ れ だ け で は な く、

是非 意 識 して い た だき た い こと が3点

あり ま す。

1つ目 は、 こ れ から学 ばれる知識や

技法を、 単に覚え るというの ではなく
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ダル化による 変革を進めて いる中 で事

務の担い手 となるこ とを意 識 して、 改

善 できる と ころ は ない か 常 に考 えて い

ただきた い と い うこ と です。 裁 判 手 焼

のデジタル化は、 急 ピッチ で準備 が進

んで おり、 各 分 野 で、 裁 判 手 続 の デジ

タル化や 法 改正 への対 応 が坐 要 となっ

ている状況ですが、 裁判事務・司 法行

政事務の分野を問わず、 事務の合理化

・効率 化、 標 準化を 進 めて い か な けれ

ばなり ま せ ん。 今後新 た な シ ス テム が

導入されて いきます が、 システムを使

うこ と が デ ジ タ ル 化 の 目 的 で は な く、

シス テ ム を 活用 す る こ と に より、 裁判

で考 えて も 限界 が あ り ま す。 そ の 時 大

事なのが議論することです。 裁判所は、

自由閏 達な議論を 大物 にする 組織です。

議論の過程でいろいろな視点が浮かび

上 がり、 検 討 が深 ま り ま す。 時 間 がか

かる面 はあります が、 十 分な議論を経

た結論には説得力 がありますし、 議論

を 尽 く し て 結論 が 見 い だ せ た と き に は、

やり が い や 達 成 感 を 感 じ る こ と が でき

ますし、 自 分自身も成 長 したと感 じる

こと ができると思 います。 ぜ ひ皆さん

にもそ の よ う な 経験 を 重 ね て い た だき

た い と 思 い ま す。

3つ目は、 皆さんは、 裁判所 がデジ
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判 所 職 員 が 連携 し、 チ ー ム と して 職務

に取 り 組 ん で い ま す。 こ の 研修所 にお

いて 裁 判 所 書記官 と 家庭裁判 所 調 査官

両方の 養成を行 って いることは、 職種

間の相 互理 解 と 連携 の 基盤 を築く 上 で、

大きな意義があります。 互 いに切嵯琢

磨 しな がら、 同 じ時期 に この研修 所 で

共に学んだ仲間として、 信頼 し、 尊敬

し合える関 係 を築 いてく ださい。

蹟 後 に な り ま し た が、と・の よ う な時

にも健康が第一です。皆さんが、，逢身

ともに健康 で充実 した研修生活を送り、

晴れて 養成課程を修了され、 基礎とな

る土 台 を しっ かりと身 に付 けた 新 鮮な

に関わる当事者と裁判所職員の負担が

トー タ ル と して 軽減 さ れ る こ と を 目 指

し、 裁判の質の向上 、裁判所の紛争解

決機能の 充実・強 化につ な げて いく踏

要 があります。 何十年 に一 度の 大きな

変革期 です。 皆さんは、 こ のような時

期に新しい事務の担い手となるわけで

すから、 研修を通 じて、 「自ら考 え」

「議論を尽くす」 ことにより、 理想と

する事務の在り方について常に改善と

工夫を重ねて いくと いう意識を持って

い た だ き た い と 思 い ま す。

冒頭にも申し上げましたが、 裁判所

では、 裁判 官を 含 め、 異 なる 職種 の栽
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感性を持った裁判 所 書記官 ある いは家

庭裁判所調査官 として、 デ ジタル化が

進 んでいく裁判 所を担 う 大 きな力 とな

ることを,こより期待して、 私の祝辞と
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い た し ま す。

今和7年 5月 7日

量高裁判所判事 中 愼村
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今和7年 度裁判 所 職員 総合研修所

修了式祝辞



皆さんは裁判所書記官あるいは家庭

裁判 所調 査官 として、 そ の第 一 歩を踏

み出さ れる わけです が、 現在の裁判 所

を取り 巻く 状況を 見ます と、 本年 5月

には、 民事訴訟法の改正により電子申

立て が開始 し、 記録 が電 子化す る と い

う極 めて 大きな 変化 が予定されて おり、

その後も数年内に各事件分野で記録が

電子化す る こ と に なりま す。 ま た、 手

鏡法の み ならず、 実体法 に おいて も、

民法 改正 により、 本年4月 か ら共同 親

権 をは じめとす る 家族 法制 の 改正 が施

行 され、 こ れに伴い新 たに裁判 所 が担

う手焼が拡 大するほか、 刑 事分野など

辞祝

皆さん、 本日 は おめ でとう ご ざいま

す。

皆さんが、 裁判 所職員蝿 合研修所で

の一年間 又は二 年 間 に わ たる 厳 しい 養

成課程 を修了さ れ、 晴 れて 本日の 修了

式を 迎 えら れ た こ とを、‘心か らお 喜び

申し上 げます。 ま た、 この間、 熱意と

愛情を持ち、 様々な工夫をしながら研

修生の指導に力を注がれた所長を始め

とする教官、 事務局職員の皆様方の御

労苦に対 し、 深 い 敬意 と謝 愈を 表 しま

す。
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民の期 待 と 信 頼 が 変わ る わ け で は あり

ません。 裁判所に課せられた使命の重

みを自覚 し、 裁判の質の向 上に向 け、

専門職 としての誇りと青任を持って主

体的 に日々 の 職務に取り組 ん でほ しい

と思 い ま す。

本日は、 皆さんに二つのことを申し

上 げ た い と 思 い ま す。

一 つ 目 で す。 先葦 方 が 築 き 上 げてき

た実務の運用とそれを裏付ける知識を

しっ か り と習 得 す る こ と は も ち ろ ん 大

事なことですが、 その上で、 そのよう

な運用 が なさ れ て いる 理 由 や 法 的 根拠

を考えてく ださい。

でも種 々の 法 改正 やそ の 検 討 が 進 めら

れて おり、 司 法 に期 待 され る 役割 が一

層 高 ま っ て います。 ま た、 生 成 AIな

と．の情報通信技術の急速な発展普及は

社会に対 し大きな 変化 をも た ら してお

り、 裁判 所の業務の特 性を踏 まえつつ、

具体的な課題の解決への活用を着実に

検討 して いくと ともに、 生 成 AI が裁

判手鏡に与える影 等等 にも 適切 に対応

して いく仏 要があります。

他方 で、 こ の よ う な 大き な 変革期 に

おいて も、 公 平中 立 な 立 場 で、 法 と証

拠に基づ き、 適正 な手 鏡 に従って 判 断

を示 す と いう裁判 所 の 役割 に 対 す る国
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は、 自 らの考えを言紫 にし、 そ れを臆

することなく同 僚、 先草、 上司、 裁判

官等に伝 えて議論するように してくだ

さい。 そ の 際 には、 相 手 の意 見にも謙

虚 に耳 を傾 けつ つ、 自 らの 考 えを明 確

に伝 えて 意 見 交換 して ほ しいと思 いま

す。 議論することで、 現在の運用の問

題点が明らかになり、 職場全体の事務

改善につながることもあるかもしれま

せん。 言 うまでもなく、 質の高い裁判

は、 裁判官、 裁判所書記官、 家庭裁判

所調査官等の関 係職種 が連携すること

で実現 で きる も の です。 そ して、 何よ

り、 そ う した意 見 交換 が皆さ んの 成 長

先革方 が築き 上 げて き た実務の 運用

は、 そ れを裏付 ける法的根拠と実務上

の創 意 エ 夫 が結 実 し たもの です。 そ れ

らを表面的に理解 した だけで、 事件の

個別性を考慮せずに、 機械的に実務の

運用を当てはめた事務を行 うことは、

時として、 不合理、 不適切な 事務につ

ながる 可 能性 が あ り ま す。 実 務の 運用

の背景 となる理由 や目的を考え、 さら

に新鮮な目で、 日々の事務に改善する

点がない か是非 検討 してく ださい。

また、 職務を 遂行 する 中 で、 些細な

ことも 含 め、 疑問 や 違和 感 が生 じるこ

と も あ る と 思 い ま す。 そ の よ う な と き
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ルに置き換えるのではなく、 多 様で柔

軟な発想 や 新 しい感 覚 をも って 臨 むこ

とが雌要不可欠であり、 皆さんに期待

す る と こ ろ に は 大 き い も の が あ り ま す

デジタル社会の 経験の重 かな皆さんだ

の礎となります。 経験 が浅 いからとい

って 遠慮 したり、 臆 したり す る こ とな

く、 自 らの 考 えを は っ きりと 伝 え、 新

しい アイ デ ア が あ れ ば そ れ を 積 極 的 に

ｂ
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提案するようにしてく ださい。

二つ目 です が、 裁 判 所 の 一員 と して、

これからの裁判所を作り上 げていくこ

とに積極的に関わってく ださい。

先ほど申し上げたように、 今、 裁判

所は 大きな 変革期 を 迎 えて います。 デ

ジタ ル化 により 裁 判 手 鏡 の 在り 方 が大

きく変わりますし、 同 時に私たちの事

務も合理化・効率 化 して いく槌 要 があ

りま す。 こ れ ま での 運用 を 単 に デ ジタ
帆

からこそ 見 える 感 覚 や視点 が姓 ず ある

はず で す。 職場 の 仲 間 と 一 鰭 に 新 しい

時代 の 裁判 所 を作 り 上 げて

是非、 積極 的 に取り 組 ん で

〈 た め に、

しい と 思

んが、 栽

､，
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す。い ま

皆さ没後 に な り ま し た が 、

’ 所調査官家庭栽 判所書記官ある判 い は

して、 その職青を十全に果たして

ためには、，趣身の健康を保 持する

と

く
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とが大前提となります。 職場の上司や

先革等も錐要な配慮をします が、 皆さ

ん自身も、 日 々の 生 活の中 で意識的に

休養やリフレッシュの機会を確保する

ことを意識するようにしてく ださい。

皆さん が、 気力を 充実させ、 新 しい時

代の裁判 所に新 たな息吹 をも たらして

くれることをお祈りして、 私の祝辞と

い た し ま す。

I

今和8年3月24日

没高裁判所判事
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